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第１章　総則
（名称・設置）
　第１条　本クラブは、「○○○○（クラブ名）（以下、「本クラブ」という）」と称し、事務局は本クラブの代表
者自宅内に置く。
（目的）
第２条　本クラブは、子どもから大人まで幅広い世代の活動意欲を満たすとともに、○○（種目・活動内容）を通じて、参加者の心身の健全な育成、社会性の向上、個性の伸長及び地域コミュニティの活性化を図ることを目的とする。勝利至上主義に傾倒するものではなく、○○（種目・活動内容）のもつ楽しさを学び、自ら進んで生涯を通じてスポーツ・文化芸術活動に親しむ態度を育むことを目的とする。
（活動）　
第３条　本クラブの活動は、「部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン」（令
和７年１２月文部科学省）、「香川県部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイド
ライン」（令和８年３月香川県教育委員会）及び『地域クラブ活動「たかまる」実施計画』（令和８年
７月高松市教育委員会）を踏まえたものとする。
２　本クラブは前条の目的を達成するために、次の活動を行う。
（１）○○（種目名）の指導・練習・体験活動
（２）大会・コンクール・発表会等への参加
（３）世代間交流事業・体験会の開催
（４）その他本クラブの目的達成のために必要な活動
（活動時間・休養日）　
第４条　本クラブの活動時間及び休養日は、『認定地域クラブ「たかまる」実施計画』に則り、児童・生徒の学業や生活との両立に配慮しながら、適切に設定・管理するものとする。
第２章　会員
（入会資格）　
第５条　本クラブの入会には、次の要件を備えていなければならない。
（１）高松市内および近隣地域に在住・在学・在勤する小学生、中学生、高校生、および大人（一般）を広く
対象とする。なお、選抜等は行わず、クラブの目的に賛同し入会を希望する者を広く受け入れるものとする。ただし、受け入れ人数や安全確保の観点から受入制限を設ける場合がある。
（２）○○（種目）を行うにあたって適した健康状態であること。
（３）本クラブが定める諸規定を遵守する者であること。
（４）第８条で定める会費を納入すること。
（会員資格の喪失）
第６条　本クラブの会員資格は、退会、除名、死亡によって喪失する。

（退会・除名）
第７条　本クラブの会員は任意で退会することができる。また、次の各項に該当する場合には総会の決議を経
て除名することができる。
（１）本クラブの会員が第５条の要件を満たさないとき。
（２）本クラブの目的や規約に違反したとき、名誉を著しく毀損したとき。
（会費等）
第８条　会員（未成年者の場合はその保護者）は、本クラブが定める会費を支払わなければならない。
（１）会費は入会日・退会日の属する月分まで納入するものとする。
（２）会費は臨時で集金することがある。
（３）遠征、大会参加、臨時事業等に係る経費は、別途実費を集金することがある。
（４）一度納入された会費等は、理由の如何を問わず原則として返還しない。
第３章　組織
（役員とその職務）
第９条　本クラブには、以下の役員を置く（保護者以外でも可能）。
（１）代表者（１名）　　　クラブを代表し、関係機関・学校との連携および運営全般を統括する。
（２）会計担当者（１名）　クラブの収支管理・会計事務を統括し、決算報告を行う。
　（３）指導者（○名）　　　活動計画の作成および技術指導・見守り等を行う。
　（４）監事（○名）　　　　会計及び会務を監査する。
※クラブの実情に応じて、役職の人数や上記以外の設置を検討する。
（役員の任期）
第10条　役員の任期は１年（または２年）とし、再任を妨げない。補欠による役員の任期は前任者の残任期間とする。なお、任期満了後も後任者が就任するまではその職務を行う。
（指導者の規定および活用）　
第11条　本クラブには、登録された指導者を置く。
（１）指導者は、報償費が発生することから成人（18歳以上）を対象とし、高校生以下は対象としない。
　（２）指導者は、青少年健全育成およびスポーツ・文化指導に対する熱意を有し、市が開催する研修会を受講しなければならない。また、活動を継続する場合、毎年オンライン研修動画を視聴するとともに、３年ごとに更新研修を受講するものとする。
（３）指導者の保険料は、本クラブの経費として負担する。
（４）指導者の報酬については、月額〇,〇〇〇円とする。
第４章　会議
（会議の種類）　
第12条　本クラブに次の会議を置く（※カッコ内は参加者を示す）。
（１）総会及び臨時総会（代表者・会計担当者・指導者・各保護者1名）
（２）役員会（代表者・会計担当者・指導者）
（総会）　
第13条　本会の最高機関として、次の各号の事項について決議することができる。
（１）規約の改廃
（２）予算、決算及び事業計画・報告の承認
（３）役員の選任・解任等
（４）その他クラブの運営に関する事項
（役員会）　
第14条　役員会は、次の事項を決議するものとする。
（１）予算、決算及び活動方針の作成
（２）高額な備品の購入その他の重要な契約の締結
（３）指導者の選任・解任等
（４）その他重要な事項
（総会及び役員会の召集）　
第15条　①総会は毎年１回代表者が召集し、臨時総会は代表者が必要と認めたときに開催することができ
る。
　　　　 ②役員会は適時、役員が召集する。
　　　　 ③総会及び役員会は過半数の参加をもって成立する。
（総会及び役員会の議決）　
第16条　総会及び役員会の議決は、参加者の過半数によって行う。ただし、総会において議決権を有する会員は、各家庭を代表する保護者１名とする。
第５章　会計
（経費）　
第17条　クラブの経費は、会費、事業収入、補助金、寄付金、協賛金その他の収入をもって充てる。
（管理）　
第18条　クラブの経費は会計担当者が管理する。
（会計年度）　
第19条　クラブの会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月31日に終了する。
第６章　安全管理・責任および人権尊重
（安全管理措置）　
第20条　本クラブは会員の安全確保のため、以下の措置を講じる。
（１）スポーツ安全保険への全員加入の義務化。
（２）自転車で参加・移動する会員に対する自転車保険等への加入義務化・確認。
（３）緊急時連絡体制の整備および利用施設・用具の点検。
（４）熱中症・怪我等の応急対応体制の確保。
（指導者の責任）　
第21条　①指導者が万が一、本クラブの主旨に違反する行為などを行った場合は、総会の決議をもって除名することができる。
②指導者がクラブ活動以外の場で社会的な問題を起こした場合、本クラブは責任を一切負わない。
③指導者及びクラブは、会員の活動中の盗難に対して責任を負わない。しかし、傷害等の事故が発生した場合は、緊急対応や情報提供等の適切な対応を行う。
（会員の責任）　
第22条　会員は、本クラブの活動に際しては、クラブの諸規定を遵守し、指導者の指示に従い、自己の責任において活動する。指導が適切に行われている場合は、傷害等の事故が発生しても、加入する保険の賠償の範囲内で対応するものとし、本クラブ及び指導者に対して損害賠償請求は、できないものとする。
（不適切行為・ハラスメントの禁止）　
第23条　本クラブの指導者、スタッフ、会員（大人・高校生・小中学生含む）は、いかなる場合においても体罰、暴力、暴言、ハラスメント、いじめ等の不適切行為を行ってはならない。
第７章　細則
（個人情報）
第24条　本クラブの活動を通じて取得した個人情報は、クラブ運営および必要な学校・行政機関等との連絡・連携の目的にのみ使用し、適切に管理する。
（参加停止）　
第25条　代表者は、会員が次の事項に該当すると認められたときは、役員会の意見を聞いて、当該生徒について本クラブの活動への参加を停止することができる。
（１）会員・指導者等の生命・身体・財産に危害を加えたとき。
（２）施設、設備、備品等を故意に破損したとき。
（３）活動の円滑な実施を妨げる行為を行った場合において、注意をしても、同様の行為を繰り返すとき。
（その他）
第26条　規定に定める他、クラブの円滑な運営を図るために必要な事項は、総会および臨時総会の決議によって定める。
第８章　規約の改正
（規約の改正）
第27条　本規約の改正は、総会参加者の過半数の同意を得て行うことができる。

附則
本規約は、令和　　年　　月　　日から施行する。



